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帰宅困難者・移動困難者 

計画策定や研修をご支援いたします 

 大規模災害時には帰宅や移動ができなくなる帰宅難民が発生し、大きな混乱を招くことが予想されます。
『むやみに移動を開始しない』ことが重要であり、企業や学校などの早期判断と必要物品等の備蓄が急がれ
ています。近年は計画運休も多く実施されている事から、帰宅難民対策は目下の急務となっています。 

 2018年の大阪北部地震は朝8時頃の通勤時間帯に発生し多くの路線が緊急停止し運休状態となりました。
1日100万人が利用する御堂筋線は帰宅ラッシュの時間帯に復旧できず、幹線道路に人が溢れ出しました。
このような状態では人が押し寄せ将棋倒しになる"群衆雪崩"が起きれば死傷者が出る騒ぎになります。 
 職場は大勢の宿泊を想定しておらず寝床の確保は容易ではありません。しかしながら災害時には泊まら
ざるを得ないかもしれず、停電や断水も想定した上で食糧や簡易トイレ、毛布などの備蓄が求められます。 
 東京⇔横浜や大阪⇔三宮など電車で30分の通勤圏も徒歩なら6時間以上、瓦礫や陥没があれば更に時間
がかかり危険にもさらされます。関係者の安全のために、帰宅難民ＢＣＰの策定が求められています。 

帰宅難民対策の重要性 

大雨で運休となり帰宅難民化した乗客(2019年・千葉みなと駅) 

大阪北部地震の影響で 
開かずの踏切と化した 
(2018年・箕面駅近く) 

使用している写真は当社代表が現場に赴いて撮影しました。 

訪問２回パック 
 打合せと報告説明の計2回訪問。 
 要望や事情を拝聴した上で帰宅
難民ＢＣＰを策定しお届けします。 

納品物：帰宅難民ＢＣＰ 

訪問１回ミニマム 
 事前or事後のいずれか1回訪問。 
 簡単なアンケートやヒアリング
に基づいてＢＣＰを策定します。 

納品物：帰宅難民ＢＣＰ 

講師派遣 
 内部研修などに講師として訪問
します。登壇経験豊富な講師陣か
ら適任者をご案内いたします。 

納品物：講演1回(医師派遣も可) 

当社サービスのご案内 

http://www.24med365.net/m-bcp/
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帰宅困難者・移動困難者 

交通の混乱で『帰れない』は対策済？ 

鉄道運休でも『出勤する』は経済的？ 

多元的無知と生産性 

 災害などの非常事態が起これば社会は大混乱に陥り、道路も鉄道も交通インフラはズタズタになります。
交通は災害の核心地から離れていても運休や混乱は避けられず、また災害以外でも交通遮断は発生します。 
 鉄道は当日の再開は約束されず、駅周辺では座る場所も確保できず、数千もの人々による群衆雪崩が起
きれば圧死のリスクが高まります。狭いエリアに数千人も居ると携帯電話も輻輳状態になってしまいます。 
 徒歩で帰るにも道路には陥没や落下物による危険が潜み、停電で街路灯や信号も消灯。懐中電灯、安全
靴、ヘルメット、軍手、飲用水、食糧など一定の装備品が無ければ無謀な登山のような状態に陥ります。 
 帰らずに残るという選択肢は安全対策の１つですが、職場に宿泊できる環境はあるでしょうか。 

帰すも、残すも。 

帰宅難民キャンプ 
 大混乱の中で不確かな情報を元に帰宅する事にメリットはあまりありません。覚悟を極めなくても自然
な流れで職場に泊まるという選択肢を採る従業員はどれほど居るでしょうか。 
 私たちは従業員一人あたり三千円から始められる帰宅困難従業員収容の環境整備案を用意しています。
一部の備蓄品は帰宅を選択した従業員に供与することで帰路の安全性を高めることにも寄与します。 
 食事は我慢できてもトイレは我慢できない。過去の災害で得た教訓を宿泊環境整備にも役立て、備蓄品
調達の優先順位や発災後の作業手順にも反映させていたます。 
 帰宅しなければ出勤にも困りません。帰宅難民キャンプは事業継続計画(BCP)にも有用に作用します。 

 『出勤するのは当然』『自分だけ休めない』という考え方は社会人の常識のように見えます。席に着い
て何をするかではなく、席に着くことが評価されるのであれば当然ながら必死に出席(出勤)します。 
 電車で30分の距離も徒歩なら東京⇒横浜は6時間、大阪⇒京都は9時間かかります。片道で疲労困憊です。
社会人の常識を原動力に出勤しても半休扱い、仕事は中途半端、誰にも感謝されなければ疲れも増します。 
 在宅勤務を命じれば移動時間ゼロ、移動中に遭う事故の確率もゼロ、従業員も家族も安心・安全です。
同様に帰宅しない、会社に泊まるという選択肢も熟考してみればリーズナブルな選択かもしれません。 
 まことしやかな定説に流され多元的無知となるより、生産性の高い選択肢の模索をお奨めします。 

 私たちのサービスは帰宅困難者・出勤困難者対応計画策定です。災害等で安全に帰れない従業員の保護と帰宅支援、
発災後の出勤に関するルールづくりなどをお手伝いしています。 
 弊社の素案に基づいた穴埋め式の簡易計画法から、じっくりと議論して作り上げるコンサルティングまで幅広く応
じています。 
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